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部活動地域移行における
県外視察について

令和６年度
地域部活動推進事業に係る実証事業報告会



１ 秩父地区中学生地域クラブ活動の取組と目的

【取組の目的】
秩父地区の少子化が進む中、生徒にとって魅力があり、持続可能
なスポーツ・文化芸術活動に取り組むことをとおして、心身の豊
かな成長と社会性を育む。

（１）休日において生徒が主体的にスポーツ・文化活動をできる
地域環境をつくる。

（２）生徒がスポーツ・文化活動の楽しさや喜びを実感できる環
境をつくり、心身の健全育成を目指す。

（３）休日の地域クラブ活動は、社会教育の一環として多世代と
の交流・活動の場所となり、地域の特色を活かした活動環
境をつくる。（地域の子供は地域で育てる、地域社会の活
性化と魅力向上）

秩父地区中学生地域クラブ活動に向けた取組（案）



２ 秩父地区中学生地域クラブ活動の方向性

『令和１０年度末までに休日の
学校部活動を地域クラブ活動へ可能な限り移行』

①現在活動している部活動について、種目等に応じて
段階的に合同部活動・拠点校部活動を導入する。顧問
に加え、地域の指導者等、将来的な運営を担う人材の
確保、環境を整備する。

②各地域のスポーツ・文化活動団体との連携・協働を
進め、生徒のニーズに応じた活動場所の整備充実を行
う。

秩父地区中学生地域クラブ活動に向けた取組（案）



新潟県の休日における学校部活動の地域移行の達成時期は、
国のガイドラインに基づいて、令和５年～令和７年度末を目途
として想定している。

魚沼市では令和６年度４月から、平日、休日が一体となった
部活動の地域移行を進め、令和７年度には地域移行完全実施を
目指している。

また、長岡市では令和７年９月より休日の部活動は市内一斉
に地域クラブ活動へと移行することを進めており、平日は「学
校部活動」、休日は「地域クラブ」と環境を整備している。

両市教育委員会共に、先進的に地域移行を進めている取組に
関して、現状や課題を知ることで今後の秩父地区中学生地域ク
ラブの推進に向けて今後の参考とするため。

新潟県県外視察の目的について



「新潟県における休日の部活動における段階的な地域移行（中学生にとって新しいス
ポーツ・文化芸術環境の構築）の方針」ロードマップ（R５年．３月）

スポーツ庁HP・部活動ポータルサイト令和５年度の取組（新潟県）

新潟県の改革推進に向けたロードマップ

地域スポーツクラブ活動制度設計の手引き（新潟県）



新潟県魚沼市（平成16年に6自治体が統合）
面積…946.76 km2

人口…34,483人
小学校 ８校（児童数1,363人）
中学校 ５校（生徒数 725人）
部活動数 ３０（内地域クラブ11クラブ）

（令和６年７月現在）

魚沼市教育委員会の取組について



魚沼市教育委員会 学校教育課

地域移行担当指導主事

・１名配属（令和４年度退職校長（魚沼市中体連事務局）)

・１名事務担当（会計年度職員）

【主な業務内容】

・地域移行専任担当（令和５年度より）

・学校やスポーツ協会の調整役

・指導者の経費（源泉徴収作成等）、研修体制、広報活動
（地域移行だよりHP掲載・R5：No.6、R6：No.5発行済）、

アンケートの実施、PTA協議会等、法人化に向けて

魚沼市教育委員会の取組について



○県平均よりも進む少子化

・生徒数の減少に伴い、学級数、教員数も

減少する。

・少子化のペースは県を上回っている。

・１０年後には全校生徒３０名の学校がう

まれる。

○地元教員の不足

・市内に自宅をもつ教員が少なく（全体の

半数）遠方からの通勤者が多い。（通勤時間約１時間）

・移動サイクルが短く顧問が短期間（３年）で変わる。

・魚沼市は異動希望者が少なく「教員確保困難地域」である。

○受皿団体が未成熟

・現状のスポーツ協会、文化協会、スポーツ少年団、総合型スポーツク

ラブの活動、経営規模では、新たな地域クラブ運営は困難である。

【令和６年４月年齢別人口比】

魚沼市教育委員会の現状について



【予想される将来】

１ 各中学校の部活動は成立困難
・陸上競技、卓球など個人種目が中心となる可能性
・野球、バスケットボールの団体種目は大会ごとに合同チー
ムを編成

２ 教員の確保が一層困難
・小規模校、遠距離通勤に加えて部活動の顧問をすることは
負担が大きく、魚沼市を希望する教員がさらに減少する恐れ

【対応の方向性】

１ 子供たちの「多様化」への対応
・これまでにない種目を希望する子供が増加
（アンケート結果より）

２ 学校、教員頼みの体制からの脱却
・学校を越えた広い視野で地域ぐるみの新たな体制の構築

魚沼市の予想される将来と対応の方向性



平日、休日が一体となった部活動の地域移行を進め、
可能な種目について令和６年度から地域移行を行い、
令和７年度中の地域移行完全実施を目指す。

【方針策定の理由】

○地域移行を休日のみに限定しても、受け入れ団体の見通しが
立たない。

○平日と休日の運営体制が異なることによる生徒や指導者の混
乱を防ぐ。（引率、団体種目における監督の指導体制等）

○少子化の進行により、学校での部活動が実施困難になる前に、
中学生が様々な種目に挑戦できる環境を整える。

魚沼市の方針について



※魚沼市教育委員会HP「部活動地域移行広報誌」より

魚沼市教育委員会の取組について



魚沼市教育委員会の取組について

地域クラブ活動の種類
①〔部活動移行型〕
令和５年度に学校に設置されている部活動を地域
クラブ活動に移行したクラブ
・クラブ代表：１名（運営、統括等）
・指導員：２名以上（指導者、日本スポーツ協会指導
者資格の取得を目指してもらう）
・指導補助員：２名以上（保護者や教員等、見守りや
補助、緊急時の対応）
・コーディネーター：１名以上（指導計画の作成、指導
員や事務局との調整、）

②〔協会連携型〕
協会、少年団、文化協会に加盟して市内中学生が
活動している団体のうち地域クラブとなることを希望
し、営利を目的としない団体

③〔新規認定型〕
①、②以外で、新たに中学生が活動するために設立
された団体で地域クラブとなることを希望し、営利を
目的としない団体



魚沼市教育委員会の取組について

※参考①※魚沼市地域クラブ活動実績簿



魚沼市教育委員会の取組について

※参考②※魚沼市地域クラブ活動実績簿

指導補助員 コーディネーター

業務月報 業務月報



魚沼市教育委員会の取組について

※参考③※保護者、地域、指導者に向けた研修の開催

①学芸大教授（いじめ対
策委員会）による楽しく
効果的なスポーツ指導

②PTA合同研修会にお
いて「なぜ部活動地域移
行なのか」

③日本バスケットボール
協会「育成世代の指導」
及び栄養学や地域クラ
ブ活動に求められること



①指導者の研修について
・学校部活動のように職員研修等で当たり前にできていたことができない。
（体罰防止、ケガ、熱中症、生徒同士の人間関係）

・指導者、保護者等誰でも参加できる専門家による研修の実施

②予算について
・令和６年度の予算は１千万円、一つのクラブ謝金は８０万円（１２団
体）、謝金は１時間１，６００円としている。・次年度は２千万円を検
討中である。

③送迎について
・保護者送迎の負担が大きい。（平日、休日共に送迎、遠征等）
・アンケートでも「最も大きな不安」は移動手段である。
・来年度の予算に送迎は組み込んでいる。期間限定の送迎バスと予算と
ルートは検討中である。利用者数は少数であることが予想される。

④受皿の確保について
・スポーツ協会は会計年度職員１名、新たなクラブの創設が困難である。
・人手不足で財務処理等まで追いつかない。法人化を目指している。

魚沼市の地域クラブ活動の課題について



⑤【保護者アンケートについて（中学校）】
・チームのレベルが向上した。専門的な指導者から指導を受けられる。
・指導者は生徒一人一人を差別せず、平等に指導してもらいたい。
・地域移行により教員の負担がいかに大きいかわかった。学校との関わり
をなくしてほしくない。

・今後の方向性が不明瞭なため、不安である。選択肢を増やしてほしい。
・低所得者にとっては厳しい。送迎を保護者に押し付けるのもおかしい。
・日々の生活で精一杯の世帯があることを忘れないで、制度設計をしてほ
しい。

【生徒アンケート結果】
・他校の人と関われて楽しい。コミュニケーション能力が高まった。
・大会が終わっても引退せずに継続できるのでうれしい。
・指導者から専門的なことを教えてくれる。
・練習時間を長くしてほしい。練習日を増やしてほしい。
・活動時間が夜のため生活リズムが乱れてしまう。
【教員アンケート結果（中学校）】
・教職員の負担は減少していると感じる。
・人間関係のトラブル等が心配である。
・コーディネーターの報告書の作業が非常に大変である。

魚沼市の地域クラブ活動の課題について



⑤受皿の確保について
・スポーツ協会は会計年度職員１名、新たなクラブの創設が困難である。
・人手不足で財務処理等まで追いつかない。法人化を目指している。

⑥広報活動について
・HPにも「地域移行だより」を掲載しているが、認知度が低い。
・校長会でも毎月伝えているが、実際は校長で止まっていることが多く、
先生方に伝わっていない。紙ベースで伝えている。

⑦県や国に求めることについて
・補助金の制度であれば、お金を渡すだけだが、委託になると契約や業務
内容の手続きが出てくる。補助金制度だと助かる。

・問題としていることが後からわかる。法人化や源泉徴収等について。県
からも早く情報提供をしてもらいたい。

⑧文化芸術活動について
・文化団体は高齢の方が多いが、一方で中学生を受け入れてくれる団体も
あり、文化芸術を広げるチャンスとして伝えている。

・吹奏楽と、合唱は来年４月に開設予定である。学校施設でない活動場所
を検討中である。

・現状は税務処理で手間がとられ、まずはスポーツ団体から整備中。

魚沼市の地域クラブ活動の課題について



新潟県長岡市

（平成22年に10自治体が統合）
面積…891.05 km2

人口…266,936人
小学校 ５４校（児童数11,793人）

複式学級１２校
中学校 ２７校（生徒数 6,457人）
特支 ２校

長岡市教育委員会の取組について



・「部活動の体制の維持」について平成２９年から校長会等で
懸念していた。

・H３０部活動ガイドラインで活動時間が減り、競技を高めた
い生徒のニーズに応えられていないといった現状があった。

○令和元年スポーツ活動推進モデル事業がスタート（受益者負
担）実際にはR２からスタート
※競技団体主体で中高の教職員を中心に、スポーツ競技団体
と関係者のつながりを持つことが重要であると考えた。人
的支援を進めていった。

市内全小中学校へ
アンケートを実施

国から委託事
業の依頼

【課題】

◆男女それぞれ運動部活動から選べる部活が一種目しかない学
校は男子３校、女子２校。一方で１０から選べる学校は男子
２校、女子３校で、選択肢の不公平がある。

◆１番の課題は送迎、１２月からの冬場の送迎が課題である。

長岡市の地域クラブ活動の体制について



・新潟県では令和４年に意向調査を実施済み（兼職兼業、指導
競技種目、指導を希望する市町村、報酬等）長岡市の兼職兼
業を希望する教員は３０％、その後は１５％まで落ちている。

・教員の志望者数が激減している。まずは義務教育を守ること
が優先、教育の質を確保することが行政の役割である。

・令和２年から年２回、校長会を開催。「職員研修で地域クラ
ブ活動について」説明したかと問うと、ほとんどの学校が対
応していない。

・退職教員に声をかけ、臨時的任用講師を毎日電話でお願いし
ているのが現状である。

長岡市の地域クラブ活動の学校の現状



・教頭会で周知啓発を行っている。「皆さんが校長の時には必
ず地域移行になっている」と伝えている。

・長岡市教委として、教職員、児童生徒、保護者向けに地域移
行に関する内容の共通理解を図るための配布物を作成済。

・令和６年度新入生２，０００人を対象とした地域クラブ活動
の説明会を実施（２日間の開催で５０人）

各種説明資料の活用について

【教員用】
４月１日の職員会議等
で長岡市の方針につい
ての教職員の共通理解
を図る。全職員は生徒、
保護者から質問があっ
たら説明ができるよう

にする。

【生徒用】
部活動体験入部の期間
に配布する。新１年生、
２年生は夏休み明けか
ら、休日の部活動は地
域クラブ活動に代わる
ことを前提に、入部に
ついて考えさせる。

【保護者】
入学式後、PTA総会等で

説明後に、保護者とお
子さんが十分に相談で
きるように配慮して配
布し、学校部活動への
参加についての選択が
できるようにする。

長岡市の地域クラブ活動の周知・啓発について



【教員用】 【新入生用】

長岡市の地域クラブ活動の周知・啓発について



・まず、第一に考えるのは教員の志望者数の減少である。義務
教育の低下は国力の低下にもつながると考える。

・自身が考える地域移行の目的は教員という職業の魅力を高め
て、指導者を増やしていくこと。働き方改革である。①教育
委員会として部活を廃止する。②代わりに社会教育として代
わりの活動の場を作ること。

・部活動は様々な人が競技や文化芸術に親しむための入り口で
ある。なくなれば競技人口、愛好者が減る。スポーツ振興や
文化芸術振興の妨げとなってしまう。

部活動の枠組みが外れたことで、
様々な団体の競技人口を増やすチャンスがある。

子供たちが様々な
種目を選べる環境

様々な種目の愛好家、
競技人口の増加

長岡市の社会教育担当者の視点より



・文化は令和４年に検討委員会、令和５年から本格的に始動した。

・文化団体特有の課題、楽器の移動、場所の確保、地域特有の
お祭り等の様々な文化資源があり、簡単にまとめることがで
きない。

○「学校の変化だけでなく地域の変化」でもある。
○吹奏楽団、音楽会の講師へ指導者の育成をお願いしながら、学校の音
楽の先生、地域の方との交流を図るきっかけとなる。

○学校のセキュリティや管理方法の検討、譲り合いながら使用方法の検
討を進めている。

○学校には施設や楽器の貸し出しを、また指導の連携について依頼して
いる。

子供たちの生き生きと
活動している姿を共有

市役所の職員、それぞれ
の立場の人たちへの理解

促進

・生涯学習や社会教育担当の課の職員が担当の押し付け合いを
していた。芸文は言われたらやるが、代わりにお金と人を要
求する意向が強いと感じる。

長岡市の生涯学習担当者の視点より



・新潟県では令和７年度末までに休日の部活動を移行完了する事と
なっている。できない場合は計画書を作成して県に提出し見通しを
持つこととなっている。

・どこにいても種目ごとにエリアを分けて一番身近な所でいろんな活
動を選べるように進めている。

・近隣市町との連携を令和３年度から協議している。市町村が税金を
使ってそれぞれの制度を設計しているので簡単にはいかない。周辺
部は近隣の市町の方が近い。

・部活動ではなくジュニア環境活動検討委員会としている。現在ス
タートは中学生だが、対象を小学生からの年齢に拡大することを目
指している。

・長岡市は制度設計をした。代わりにエリアごとのどの種目はどのよ
うな学校割でやるかは、現場の先生方へ当事者意識を持たせて任せ
ている。

・保護者や指導者の意識改革、地域クラブ活動の捉え方を変えていく
事。一時の勝利至上主義のための活動にならないような認識も必要
である。

長岡市地域クラブ活動の今後の方向性



・「市がやらなければならない」であると、いつまでたっても官から
民に移行できない。はじめから民でやるという形が良い。最後まで
補助金を出し続けることになる。

・受益者負担では安く参加できるように市費を投じて運営をするスタ
ンスが多いので、充分に検討したほうが良い。

・受ける側は「委託されているからやっている」となると自分事にな
らない。市から言われると受け身になるので、意識の変革に時間を
要してしまう。

・部活動という言葉が障害になるので部活動の地域移行ではなく「休
日の部活動の廃止と新たな地域クラブ活動の創設」といった形がよ
いのではないか。

・地域移行についての理解を深め、社会教育や生涯学習担当者の密な
連携が必要である。

・積極的にやらなきゃいけないと思っていることについて、周りに合
わせて遅れてしまうといったことがないようにできるとよい。

秩父地区中学生地域クラブ活動に向けての助言等



・新潟県は県の校長会長と中体連の会長が兼務している。以下会長の
言葉より。
「そもそもこの問題、教育委員会は土日に活動しろなんてことは
言っていない。大会をやれとも言っていない。これまでは教員の立
場から大会や土日の活動を行ってきたのです。なのにそこをやめる
時だけ行政がなんとかしてくれとしていってくるのはおかしい。学
校は自分事として何ができるのかを考えなくてはいけない。」

・コーディネーターは退職した校長先生で理解のある人と協力できる
とよい。

・制度設計を作成する。それぞれの町でできることを示してもらう。

・まずは部活動にある種目を先に行う。その後ない種目を民間クラブ
を入れて、プランニング等を行う。

・秩父市に環境を整備してもらい、そこに近隣の市町の子供たちも参
加できるというのが良いではないだろうか。

秩父地区中学生地域クラブ活動に向けての助言等



・先進的に進めている両市教育員会は、県の指針が明確に示されたう
えで、課内の体制整備、生涯学習や社会教育と連携して進められて
いる。

・生徒・保護者や指導者、地域住民に地域移行について周知・理解の
難しさを知ることができた。地域移行に対する耐性を計画的に進め
ていく事が必要である。事務局としてできることは、学校の先生方
へ情報提供や職員研修、中体連専門委員会や教頭会といった先生方
が集まる場所での周知啓発を進めていく事も必要であると感じた。

・秩父地区の「地域クラブ」は何をもって「地域クラブ」というのか
「地域クラブの定義・要件」について示していく事が必要である。

・秩父地区の少子化はこれからますます進んでいく。義務教育の質を
確保するためにも教師の魅力を高め、働きやすい環境を整備する事、
子供たちの活動機会を奪わずにスポーツ・芸術文化の振興に寄与す
ること、この両輪を進めていくためには、地域全体で考えていかな
ければならない喫緊の課題であることを再確認できた。

県外視察をとおして（魚沼市・長岡市）



テーマ：部活動地域移行（地域展開）のいちばんの課題
は何か？

登壇者 モデレーター

NIIGATA地域移行（地域展開）シンポジウム
（令和７年１月２４日朱鷺メッセにて）

令和７年１月２４日（金）
場所：新潟市朱鷺メッセ
参加者：９８名
参加地域：北海道、山形県、新潟県、福島県、群馬県、埼玉県、

茨城県、栃木県、千葉県、富山県、福井県、京都府、
兵庫県、香川県、福岡県（１５道府県）



「全国の進捗状況・来年度に向けて」

NIIGATA地域移行（地域展開）シンポジウム
（令和７年１月２４日朱鷺メッセにて）

沢田佳史氏（スポーツ庁地域スポーツ推進係 前・静岡県掛川市教育委員会）

３３９団体

・R5～R7年度までが改革推進期間となっており、来年度が最終の年度となっている。
・R5年度は３３９市区町村、R6年度は５１０市区町村の皆様に実証事業に取り組んでいた
だいた。

５１０団体 ８００団体
以上



「全国の進捗状況・来年度に向けて」

NIIGATA地域移行（地域展開）シンポジウム
（令和７年１月２４日朱鷺メッセにて）

・令和６年度時点において全部部活動に対する地域スポーツクラブ活動の割合は２４％、４
分の１にも満たない。令和７年度３７％、令和８年度６８％と半数以上地域クラブ活動へ



「全国の進捗状況・来年度に向けて」

NIIGATA地域移行（地域展開）シンポジウム
（令和７年１月２４日朱鷺メッセにて）

・地域移行を地域展開に、学校内で運営されてきた活動を広く地域に開き、地域全体で支
えていく、また新たな価値を創出し、より豊かで幅広い活動を可能とするというコンセプト
である。



「全国の進捗状況・来年度に向けて」

NIIGATA地域移行（地域展開）シンポジウム
（令和７年１月２４日朱鷺メッセにて）

・休日についてはR8年度からR１３年度の６年間を改革実行期間として位置づけ、この改革実行期間
の中で原則全ての学校の部活動において地域展開の実現を目指すものとしている。
・現時点で着手していない地方公共団体においてもR8年度から１０年度の前期の間に休日の地域展
開に着手することが示されている。



「全国の進捗状況・来年度に向けて」

NIIGATA地域移行（地域展開）シンポジウム
（令和７年１月２４日朱鷺メッセにて）

【令和８年度以降の見据えた準備について】

①地域クラブ活動の財源の確保について
・地域クラブの創設に係るイニシャルコスト（初期費用）については自治体が
負担、ランニングコスト（運営費用）については受益者の負担を中心で賄う。
・全てを公費で賄うのではなく、運営や活動に必要な一部を受益者である家
庭に負担してもらうことは持続的な地域クラブの運営には必要である。

②経済的困窮世帯への支援
・個人情報にも配慮するため、学校と地域クラブが行政と連携していく。
・今後の実証事業においても経済的困窮世帯への参加費用負担支援につ
いても十分に検討する事。
（※参考：納税型クラウドファンディング茨城県守谷市）

③地域クラブ活動の要件の明確化
・実行会議の中間とりまとめにおいて国として地域クラブ活動定義要件や認
定等を示していく必要があるという内容がふくまれている。
（※参考：北海道北見市、新潟県小千谷市、兵庫県姫路市（姫カツ））



「指導者の量と質の確保について」

NIIGATA地域移行（地域展開）シンポジウム
（令和７年１月２４日朱鷺メッセにて）

・教育的な支援、サポーター、競技の専門とそれぞれあるが、実際には競技の専
門指導は毎日やらなければならないのか。見守り隊、教育的な支援を充実させ
ていく事がそれよりも重要である。

・うまくいっている自治体はコミュニティ協議会、青少年育成協議会といった地域
の中にある。

・例えば税務スキルをアップするためのセミナー、謝金の源泉徴収の手続きを運
営団体と自治体との相互理解が必要である。

・運営団体に求められる役割や業務内容は多岐にわたる。そのすべてに対応する
には、法人格を有し、常勤スタッフがいるような形が望ましい。

「運営体制の整備について」

「ビジョンの明確化について」

・目指す形をみんなで共有しているか。これが一番の課題である。

・今の部活動について？中体連の大会について？ではなく、まずは皆さんが目指
すゴールについての共有をすること。

・最終的に目指す形は「子供から大人までのチーム」



「子どもたちを部活動改革の真ん中に」

NIIGATA地域移行（地域展開）シンポジウム
（令和７年１月２４日朱鷺メッセにて）

・生徒が主体的に行う活動、適切な活動時間を週８時間に、部活動を良いもの
にしてから地域へ展開する。（佐賀モデル）

・今の学校の状況を正確に、子どもたちの気持ちをしっかりと把握しながら変え
ていく必要がある。

・ビジョンの策定、明確化も大事だが、今の部活動に子どもたちが本当に満足し
ているか。子供たちが不在の中で進んでいるこの改革が問題である。

「ビジョンの明確化ついて」

・①目指すゴール像の明確化と共有②中学生（小学生含）のスポーツ・文化芸術
の目的の理解と共有、本当の意味で地域移行の目的であるスポーツ文化の目
的を明確にする、広報していく事が課題である。（国の発信、自治体の決断）

・日本のスポーツの在り方そのものを大人がみんな理解すること。子供が活動で
きる、大人が見守るという感覚になれば勝利はその次の段階である。



ワークショップ
①「部活動地域移行の成果と課題は何か？」
②課題解決のための具体的なアイデア

NIIGATA地域移行（地域展開）シンポジウム
（令和７年１月２４日朱鷺メッセにて）

・地域社会の活性化

・中学生を特別扱いするのでなく、幼児から大人、高齢者それぞれの役割が果た
される。

・話し合う機会が増えた。

・教員の働く環境の改善⇒志願者の増⇒優秀な教員の確保⇒教育の質の向上

・地域クラブの実施主体において、９つの登録要件の確定、理解が進んだ。

・中学生を受け入れる地域活動団体が４２団体に増えた。

・子どもたちの多様な参加

・誰もがやりたい活動ができる環境が実現

・学校とクラブの良好な協力体制の構築

・継続的なスポーツへの参加

・様々なスポーツに触れることでの新たな可能性

参加グループ：新潟県村上市、見附市、妙高市、山形県寒河江市成果について



ワークショップ
①「部活動地域移行の成果と課題は何か？」
②課題解決のための具体的なアイデア

NIIGATA地域移行（地域展開）シンポジウム
（令和７年１月２４日朱鷺メッセにて）

・令和８年度以降の休日だけでなく平日の活動について

・万が一事故があったときの責任について

・学校とクラブの協力体制の構築

参加グループ：新潟県村上市、見附市、妙高市、山形県寒河江市課題について

・交通機関、移動手段の確保（１時間）、保護者の送迎

・教員の兼職兼業が進まない

・財源について、保護者の理解促進

・もっと練習させろ、絶対勝て！保護者の意識

・指導者バンクの活用の困難さ

・指導者不足

・活動場所の確保とルール

・教員の理解不足（部活動との違いの理解等）

課題解決に向けたアイデア

・委託先からの不満、苦情処理

・学校施設をより利用しやすい形へ（既存の団体が優先）

・中体連の大会なし

・自主財源の確保

・小学校への説明

・受益者負担を段階的に上げる

・うまくいっている事例の詳細について



【参加者（各自治体）が抱えるいちばんの課題は何か？】パネリストの回答

NIIGATA地域移行（地域展開）シンポジウム
（令和７年１月２４日朱鷺メッセにて）

①「財源の確保」
・指導者の謝金について、ある程度払ってもらえるであろう参加費の設定

・保護者による財源の確保、当事者意識（地元の祭り、グッズ販売）

・地元企業からの協賛、地元企業への後押しとしてネーミングライツに
取り組む企業との連携協力体制

②「運営体制の整備」「指導者の量と質の確保」

・誰もが安全・安心で取り組める制度設計

・国も認定制度の定義や、クラブへの支援、指導者に何かあった際の処
分規定を分析

③「理解促進に向けた効果的な広報」

・校長のリーダーシップ、地域の中の育成協議会、コミュニティ協議会、
自治会などの様々な団体等に告知（教頭会・中体連）

・とにかく「対話」を繰り返していく。動くことで見える様々な課題



NIIGATA地域移行（地域展開）シンポジウム
（令和７年１月２４日朱鷺メッセにて）

おわりに（パネリストより）

・子どもたちの可能性を引き出す。（子供たちにこれはできないとい
う視点で見ない）弥彦村では中学生の代表３名が部活動地域移
行のメンバーとして参加している。

・悪いところばかりでなく良いところにも目を向ける。これを発信す
る。例えば生徒の選択肢が増えるといったことなど。

・今まで誰もやったことのない取組、失敗したらもう一度やり直すぐ
らいの気持ちで、全部に配慮して全部クリアは難しい。

・すべて行政できるわけではない。互いの役割分担を明確にし、互
いに認め合うことで気持ちよくできる。

・子どもたちがマラソン大会を企画するといった、子どもたちが自分
たちで主体的にスポーツに取り組むことは、町づくりにつながる。
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